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県民交流センター内には、県民の皆様に学習機会を
提供する様々な機関等があります。今年度は順次紹介
していきます。

今回は，放送大学(西棟４Ｆ)からの情報提供です。

かねてから要望が強かった，市町村･関係機関･団体等が
実施する｢情報モラル｣｢情報セキュリティ｣｢情報機器活用｣
等に関する研修へ，本センターの職員を派遣する事業が，
今年４月からスタートしました。
７月12日(金)に， で実施した様子を紹介します。

本センター職員が
あなたの町のメディア研修に
指導者として伺います！

町の生活指導研究協議会と校外生活指導連絡会，そし

て町教育委員会の主催により「情報モラル」をテーマに

講演を行いました。現在，スマートフォンをはじめとし

た情報端末の利用に関して様々な問題が起きています。

児童生徒が被害者・加害者にならないために，保護者と

してどのようにしたらよいの

かということを「家庭のルー

ルづくり」を通して考えてい

ただきました。当日は約60人

の保護者・教職員の皆様の参

加があり，大変充実した会と

なりました。

昨年10月から，ＢＳ放送で放送大学の番組が
２つのチャンネルを使って放送されています。

従来どおり授業科目を放送する232チャンネル
とは別に新たに開設した，大学の単位取得とは
関係なく｢

｣で，毎日，朝
６時から深夜２時頃まで放送しています。

人生100年時代を迎え，放送大学として，社会
人の多様な学び直しや新たなチャレンジを応援
したいという思いから開設されたＢＳキャンパ
スｅｘは，｢公開講座セレクション｣｢スペシャル
講演｣｢放送大学アーカイブス｣など，今までにな
い番組が目白押し。

ＢＳキャンパスｅｘは，御家庭で自由に御覧
いただけます。放送大学の新たなチャレンジを
ぜひ御活用いただければありがたいです。

※ 本記事は放送大学発行の｢ON AIR｣127号を参考にして作成しました。
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昨年に続いて２回目の展
示。今年はパネルの使い方
など工夫して立体的な展示
ができた。体験教室に40人
以上が参加してくれて大変
嬉しかった。

鹿児島大学法文学部の学生が４人，
社会教育体験実習を行っています。

そのうち２人が， で実施し
た生涯学習県民大学講座のスタッフ
として，運営を体験したり，市町村
における事業推進の概要や留意点等
を学んだりしました。

２人は｢いずれ地元に帰って，地域
の活性化に貢献したい｣という共通の
目標を持って体験実習に参加してい
ます。今回の実習では，｢スタッフの
一員として参加させてもらったこと
が大学では絶対にできない貴重な経
験になった｣ことや，｢これからは大
学のゼミ等で今回の体験を自信を
持って友人
に話してい
きたい｡｣な
どと感想を
述べていま
した。

６月23日(日)，県庁において，塾長の三反
園知事，来賓等が見守る中，学生18人，社会
人13人，計31人の第３期塾生が開講式に臨み
ました。

これから２月の閉講式まで，多様な講義・
研修をとおして，次世代を支えるリーダーと
しての資質を身に付けていきます。

出展者の感想を紹介します。

広くて明るい会場
で展示できるので，
写真が映えて見やす
い。今年は約1,000人もの大変多くの方に見て
いただけたことがうれしい。

この会場で展示できて本当によかった。

昨年の展示の際に｢ゆめの実｣の活動に興味
を示した方が，今年も見に来てくださった。
また多くの方々から，のびやかで明るい作品
の数々に感動したという感想をいただいた。

体験コーナーに多数参加して
いただいた。自宅に帰ってから
も工夫してできるよう，自作の
資料を提供し好評だった。

また，垂水市の写真同好会な
どにもこのふれあい展示のこと
を紹介したところ，今秋，展示
することが決まった。

この展示会では幅広い年代の方に研
修センターの概要を知ってもらえるの
で大変意義がある。体験コーナーも多
くの方が参加してくれた。

友達２人で長年作りためてきた，絵
手紙と人形を，今回，一緒に展示発表
することができてとてもいい思い出に
なった。特に12年間かけて作った干支
の，人形と絵手紙のコーナーが好評
だった。

全３日間の講座です。

金 子 満 氏
東川 隆太郎 氏
江 並 智 子 氏

ほか


